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Kodama, Silvia Maja Melzer, Eunmi Mun, Anthony Rainey, and Donald Tomaskovic–

Devey. 2020. “Occupations, Workplaces or Jobs?: An Exploration of Stratification Con-

125



texts Using Administrative Data.” Research in Social Stratification and Mobility 70:100456.

Axelrad, Hila. 2018. “Early Retirement and Late Retirement: Comparative Analysis of 20

European Countries.” International Journal of Sociology 48(3):231–50.

Baert, Stijn, Bart Cockx, Niels Gheyle, and Cora Vandamme. 2015. “Is There Less Discrimi-

nation in Occupations Where Recruitment Is Difficult?” ILR Review 68(3):467–500.

Barrett, Anne E. 2022. “Centering Age Inequality: Developing a Sociology-of-Age Frame-

work.” Annual Review of Sociology 48(1): 213–32.

Beehr, Terry A., and Misty M. Bennett. 2015. “Working After Retirement: Features of Bridge

Employment and Research Directions.” Work, Aging and Retirement 1(1):112–28.

Bell, Daniel. 1974. The Coming of Post-Industrial Society: A Venture in Social Forecasting. Lon-

don: Heinemann Educational.

Bernardi, Laura, Johannes Huinink, and Richard A. Settersten. 2019. “The Life Course Cube:

A Tool for Studying Lives.” Advances in Life Course Research 41:100258.

————. 2020. “The Life Course Cube, Reconsidered.” Advances in Life Course Research

45:100357.

Bjørnshagen, Vegar, and Elisabeth Ugreninov. 2021. “Disability Disadvantage: Experimen-

tal Evidence of Hiring Discrimination against Wheelchair Users.” European Sociological

Review 37(5): 818–833.

Blau, Peter M., and Otis Dudley Duncan. 1967. The American Occupational Structure. New

York: Free Press.

Blinder, Alan S. 2009. “How Many US Jobs Might Be Offshorable?” World Economics

10(2):41–78.

Block, Per. 2023. “Understanding the Self-Organization of Occupational Sex Segregation

with Mobility Networks.” Social Networks 73:42–50.

Breen, Richard, and John Ermisch. 2021. “Using Inverse Probability Weighting to Address

Post–Outcome Collider Bias.” Sociological Methods and Research.

Brinton, Mary C., and Hang–Yue Ngo. 1993. “Age and Sex in the Occupational Structure: A

United States–Japan Comparison.” Sociological Forum 8(1):93–111.

Busch, Felix. 2020. “Gender Segregation, Occupational Sorting, and Growth of Wage Dis-

parities Between Women.” Demography 57(3):1063–88.

Cahill, Kevin E., Michael D. Giandrea, and Joseph F. Quinn. 2012. “Bridge Employment.”

Mo. Wang ed. The Oxford Handbook of Retirement, Oxford University Press, 293–311.

Calasanti, Toni, Kathleen F. Slevin, and Neal King. 2006. “Ageism and Feminism: From ‘Et

Cetera’ To Center.” NWSA Journal 18(1):13–30.

Carbonaro, William. 2005. “Explaining Variable Returns to Cognitive Skill across Occupa-

tions.” Social Science Research 34(1):165–88.

Carlsson, Magnus, and Stefan Eriksson. 2019. “Age Discrimination in Hiring Decisions:

Evidence from a Field Experiment in the Labor Market.” Labour Economics 59:173–83.

Carr, Ewan, Maria Fleischmann, Marcel Goldberg, Diana Kuh, Emily T. Murray, Mai

Stafford, Stephen Stansfeld, Jussi Vahtera, Baowen Xue, Paola Zaninotto, Marie Zins,

126



and Jenny Head. 2018. “Occupational and Educational Inequalities in Exit from Em-

ployment at Older Ages: Evidence from Seven Prospective Cohorts.” Occupational and

Environmental Medicine 75(5): 369–77.

Cha, Youngjoo. 2013. “Overwork and the Persistence of Gender Segregation in Occupa-

tions.” Gender and Society 27(2):158–84.

Charles, Maria, and David B. Grusky eds. 2004. Occupational Ghettos: The Worldwide Segre-

gation of Women and Men. Stanford, Calif.: Stanford University Press.

Charlotta Magnusson and Michael Tåhlin. 2023. “Skills, Class and Gender,” Tåhlin, Michael
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（別紙1）

論文の内容の要旨
論文題目　タスクとスキルにみる高齢者の職業構造に関する実証研究
氏名　　　新田真悟

労働市場は不平等を形成する領域として社会階層論のなかで研究が進められてきた。本
論文ではその不平等を形成する労働市場のなかで、高齢者の職業構造はいかなる説明を果
たすのかを目的とする。その際、職業の性質であるタスク・スキルに着目する。タスク・
スキルは従来の階級・階層への着目と比較して、労働市場の変化を明示的に解釈に取り込
むことができる。タスク・スキルが労働市場の変化を多次元的に表示でき、変化が実質的
な部分とそうではない部分を峻別しながら高齢者の職業構造を解釈することができる。タ
スク・スキルの多次元性に着目することで、具体的な職業上の特性にまで議論を踏み込
み、周縁的／中核的といった側面だけでは捉えることのできない位相を示すことができ
る。タスク・スキルへの着目は、高齢者を若年・壮年期で経験や資源を蓄積してきた側面
と特定の制度的・文化的区別が形成される社会カテゴリとしての側面に分別したエイジン
グの社会学の知見に照らし合わせても意義がある。高齢者は特定のコホートとして若年・
壮年期を過ごし、そのコホートに特有の労働市場の需要構造のなかで経験を蓄積する。し
たがって、高齢者は当時需要が大きかったタスク・スキルでは、制度的・文化的なカテゴ
リが付与されることによる不利の程度は小さいことが想定される。結果として、タスク・
スキルに着目することは高齢者が過去職業経歴を歩んだ労働市場の文脈を解釈的に取り入
れつつ、社会カテゴリとして制度的・文化的に峻別される高齢者の職業構造を析出可能に
する。以上のような理論枠組みが第1章「高齢化する社会と労働市場」で展開される。
第2章「データと方法」では以上の枠組みを検証するための本論文のアプローチと分析
に用いるデータ、そしてタスク・スキルをはじめとした分析に用いる変数の測定と操作化
について述べる。具体的には、分析に用いるデータである社会階層と社会移動全国調査
（SSM調査）、就業構造基本調査、日本版O-NETの概要を述べたのち、本論文で用いる変
数である職業およびタスク・スキルの測定・操作化をまとめる。その後、データの記述的
な傾向を確認する。
第3章から第6章では実証分析が展開される。第3章「高齢期の就業行動」では高齢者の
職業構造を捉えるに先立って、誰が高齢期以降も働いているのかを、とくに初職の職業に
求められているスキルに着目して男女別に検証することを試みた。初職はその後のライフ
チャンス・ライフチョイスを規定する職業経歴の出発点であり、任意の年齢時点を取り出
すことと比較してその含意が男女で安定的であるとする特徴を持つ。さらに本章では初職
のスキルに着目し、初職の認知スキルがその後の引退にたいしていかなる影響をもたらす
のかを検証した。分析の結果、分析の結果、言語スキル、分析スキルは高齢期の就業に負
の効果を与えるのにたいし、計算スキルは高齢期の就業に影響を与えるとはいえないこと
が明らかになった。認知的スキルは高い人的資本をシグナルし、それが高い賃金と結びつ
いた結果追加的な経済的資源の獲得の必要がなくなり労働市場から退出するものと想定さ
れる。計算スキルは自然科学的な知識と親和的であり、高齢期でも移転しやすい特徴を持
つ結果、負の効果を緩和したと考えられる。この結果は、本論文で捉える高齢期の職業構
造は部分的には高いスキルを持つ高齢者の退出によっても構成されていることが示唆され
る。
第4章「職業経歴にみる高齢者の職業構造」では、とくにライフコースの視点に立脚し
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て、高齢期前後でのスキル水準の変化を、男女・学歴別に検証した。ライフコースの観点
からは、高齢者は若年・壮年期での就業を通じてスキルを培ってきた者と概念化される。
そのようなスキルの移転可能性を検証することは、とくに蓄積過程としてのエイジングと
いう視座から高齢者の職業構造を捉えることに寄与する。分析の結果、性別はとくにスキ
ルの蓄積過程として、学歴は初発のスキル水準とその維持過程として、それぞれ高齢期ま
でのスキルの軌跡を形成することが明らかになった。高齢期以降は総じてスキル水準は低
下する傾向にあるものの、その低下の仕方は性別・学歴で異なる。性別による差は高齢期
にほとんどなくなる仕方で––––––すなわち男性で大きく低下する仕方で––––––生起する
けれども、学歴は初発の差を維持する形で低下する。結果的に、高齢期のスキル水準は男
女差は見られなくなる一方、学歴差はなお維持されるように形成されていることが明らか
になった。ただし、計算スキルにおいてはこのような傾向が見られなかった。計算スキル
は男女で初発の差が大きく開いており、それは高齢期になっても維持された。このような
スキルの内実による違いも高齢期のスキル水準にとって重要であることが示唆された。
第5章「若年・壮年層と高齢層の職域分離」では、高齢層が従事する職業の特徴を、同
じ時代を生きる若年・壮年層との比較から記述することを試みた。高齢層はその賃金の低
さや非正規雇用割合の高さから、しばしば労働市場のなかで「周縁的」な位置にある集団
として論じられてきた。しかし、それらは高齢者において特有ではなく、若年層でも同様
の傾向がある。それゆえ、第5章では「高齢者的」な職業があるのか、あるとすればそれ
はどのような特徴を持つのかを記述した。分析の結果、全体と比較すると、職域分離はU
字型（若年層と高齢層で分離の程度が大きい）であったのにたいし、高齢層と比較する
と、線形型（若年層で最も分離の程度が大きく、加齢につれて小さくなる）であることが
明らかになった。全体からみれば若年層と高齢層は同程度分離しているものの、その分離
の仕方は若年層と高齢層とで大きくなることが分かった。そして、その分離は近年ほど小
さくなっており、高齢層は多様な職業に従事するようになっている。具体的な内実をみる
と、高齢者的な職業は2つの様相を呈していることが分かった。1つは高齢者の割合が低い
職業の特徴であり、それはコンピュータを用いる職業が多く、定型・非定型を含む認識タ
スクの強度が高い。高齢者の職業は近年の認識タスクの需要増加やICT技術を用いた職業
の増加から取り残される形で分離している。もう1つは高齢者割合の高い職業の特徴であ
り、それは専門・管理関連の職業から運輸・労務関連の職業まで幅広い職業が分布してい
る。総じて、若年・壮年層と比較した高齢者の職業は認識的ではないという残余的な仕方
で存立していることが明らかになった。
第6章「高齢者の職業構造の変化」では、それまで若年期・壮年期や若年層・壮年層と
いった他の年齢層との比較から論じてきた高齢者の職業構造それ自体の変化を、年齢––時
代––コホートの変化に峻別して論じた。年齢––時代––コホートはそれぞれ別個の説明枠組
みを持ちながらも、同時に高齢者の職業構造を変化させうる要素である。具体的には、年
齢は生物学的な身体的・認知的機能の衰退過程を、時代は技術的変化や労働市場政策を、
コホートは教育拡大や雇用労働力化、そして過去職業経歴を歩んだ労働市場の構造をそれ
ぞれ反映しうる。高齢者の職業構造はどのように変化しているのか、そしてその変化はい
かなる要素が寄与しているのかを、定型タスクと認識／手仕事タスクに着目して明らかに
した。分析の結果、定型タスクと認識／手仕事タスクのいずれについても、コホートの変
化が一貫した変化を生じさせることが分かった。そして、その変化は1930年代ころの出生
コホートで傾向が逆転する非線形的な仕方で生起している。定型タスクおよび手仕事タス
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クは1930年代コホートまでは増加傾向にあり、その後減少傾向に転じたのにたいし、認識
タスクは1930年代コホートまでは減少し、その後増加した。このような傾向が逆転する仕
方での高齢者の職業構造の変化は1つには、高齢者がかつて歩んだ職業経歴を取り巻く労
働市場の性質が反映された結果として解釈できる。1920～30年代前半のコホートが労働市
場に参入したころは高度経済成長として製造業が拡大していた時期である一方、それ以降
はサービス産業が拡大した時期である。そのような需要がかつて増加していた産業に紐づ
いたタスクを、高齢期になっても保持していることが6章の結果から明らかになった。
結論では第3章から第6章の知見をまとめ、「不平等を形成する労働市場のなかで、高齢
者の職業構造はいかなる説明を果たすのか」という問いにたいして、高齢者の職業構造は
「水準の低下を伴う性質の保存」として成り立っていると回答する。ここで水準とは有し
ているスキルの高さ、遂行しているタスクの強度であり、性質とは各タスク・スキルの内
容としての水平的な違いを意味する。高齢者は社会カテゴリが付与されることでより低い
水準のタスク・スキルを有する職業に（再）配置されるものの、過去に需要のあったタス
ク・スキルではその低下の程度は抑制的である。高齢者の職業構造は周縁的でありつつも
過去の需要を継承している側面を持つことを本論文では実証した。以上を踏まえ、本論文
が社会階層論およびエイジングの社会学、そして政策的にいかなる貢献をもたらしたのか
を論じ、本研究の展開可能性を論じた。
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